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   A case of primary transitional cell carcinoma of the male urethra is reported. A 24-
year-old man, who complained of tumor of the urethral orifice with hypospadias, was admitted 
to our Hospital on November 30, 1983. Urethrocystoscopy and biopsy revealed grade 1 
papillary transitional cell carcinoma of the anterior urethra. 
   Partial resection of anterior urethra including tumor was performed on December 20, 
1983. Histopathological diagnosis revealed graae 2 transitional cell carcinoma without 
submucosal invasion. Postoperatively, the patient was treated with Tegafur and Krestin as 
adjuvant immuno-chemotherapy. The patient has shown no evidence of disease for 3 years 
after surgery. 
   There have been reported 23 cases of primary transitional cell carcinoma of the male 
urethra in Japan.






















林 ・ほか:男 子原発性尿道移行上皮癌 ・尿道下裂






















たので,Fig.2-(1)に示 した太 い実線 の ごとくin-































































<発 生 し,移 行 上 皮癌 はprostaticurethraに,腺癌
はbulbomembranousurethraに発生 す る もの が 多
い と してお り,distalurethraに発 生 す る移 行 上皮 癌
は極 め て まれ と され て い る2627).われ わ れ の本 邦 報告
例 の集 計 で は,移 行 上 皮 癌 はmiddleurethraに発生
のみ られ た もの が10例43.5%とも っ と も多 く,distal
urethraに発 生 した移 行 上 皮 癌 は 本 症 例 を 含 め て5例
にす ぎ ない(TableI)
一 般 に 尿 道 腫 瘍 の 治療 方 法 は,E:r_一の 発 生 部 位 と
進 展 に よ って 外科 的 手術 適応 が 決 め られ る が,10W
gradeの早 期 癌 ではTURZp>や 尿 道 部 分 切除 術20,27)
に よ って 治療 可 能 で あ り,進 展 した 尿 道 腫 瘍 に対 して
は,根 治 的広 範 摘 除 術 が 行 わ れ て い る25,29-32).本邦
報 告 例 の うち 尿道 移 行 上 皮 癌 の み に 限 っ て み て も,
TUR,尿 道 部 分 切 除 術か ら根 治的 陰 茎 尿 道 膀 胱 全 摘






男子 尿 道 腫 瘍 は 非 常 に まれ な 疾 患 で あ り1・2),その
病 理 組 織 学 的 分類 に よる発 生 頻 度 は,Kaplanら諸)に
よれ ば,男 子 尿 道 腫 瘍212例 中,扁 平 上 皮 癌164例
(77.4%),移行 上 皮 癌32例(15.1%),腺 癌14例
(6.6%)および未 分 化 癌2例(o.s%)で あ り,亀 井
ら4)は,本 邦 報告 例111例を 集 計 して,扁 平 上 皮 癌63
例(56.8%),移行 上 皮 癌20例(18.0%),腺 癌9例
(8.1%)および基 底 細 胞 癌3例(2.7%)と 報告 して
い る.し た が って,男 子 原 発性 尿 道 移 行 上 皮癌 の 発生
頻 度 は 男 子 尿道 腫 瘍 の 約20%弱 とまれ で あ り,本 邦 に
お い て は1952年辻 ら5)が最 初 に報 告 して 以 来,わ れ わ
れ の 調 べ 得 た 限 りでは,自 験 例 を 含め23例5-27)にす ぎ
ない.
尿 道 腫瘍 の年 齢 別 頻 度 は,Kaplanらの 報告 で は50
歳 代 に もっ と も多 く,本 邦 集 諦,25)では60歳代 に もっ
と も多 い。 わ れ わ れ が 集 計 した尿 道 移 行 上 皮癌 で もほ
ぼ 同 じ よ うな傾 向 で,50歳代 が8例,60歳 代が4例,
70歳代 が5例 と,50～70歳代 が17例,73.9%を占め て
い た.
尿 道 腫 瘍 の 組 織 型 と尿道 の発 生 部 位 に 関 して は,
Kaplanらは 尿道 腫 瘍 の77%は扁 平 上皮 癌 であ り,移
行 上 皮 癌 は15%にす ぎず,扁平.ヒ皮 癌 はdistalureth・















































一方 ,手 術 療 法 の 補 助 療 法 と して 化学 療 法 や 放 射 線 療
法が 行 なわ れ て い るが,化 学 療 法 と しては,6平 上 皮
癌 に対 してbleomycinが使 用 され るの に 対 して,移
行上皮 癌 で はadriamycin,mitomycinCおよびcis-
diamminedichloroplatinumなどが 用 い られ てお り,
最 近 で は 抗 癌 剤 のmicrocapselによ るchemo-
embolizationを行 な い,よ い成 績 であ った とす る報
告 もあ る25)しか し,TURな どに よ る保 存 的療 法 に
おけ る局所 化 学 療 法 の 有用 性 は未 だ 明 らか でな い:8).
われ われ の症 例 は,移 行 上 皮 癌grade2の 表 在 性 腫
瘍で あ り,か つ前 部 道 尿 に 限 局 して い た の で,尿 道 部
分切除 術 を 行 な い,術 後 補 助 療 法 と してTegafurと
Krestin内服 療 法 の併 用 に て 術 後 約3年 の経 過 で あ る
が,再 発 もな く良好 な 結 果 を 得 て い る.
尿 道腫 蕩 の予 後に 関 して は,Rayら 。o)によ れ ば 発
生部 位 に よ り,そ の5年 生 存 率 は 異 な る よ うで,振 子
部 に発生 した 尿 道腫 瘍 では66.7%,後部 尿道 に発 生 し
た尿 道腫 瘍 で は21.4%と報 告 して い る.前 部 尿道 に発
生 した 移 行 上皮 癌 は そ の 発 見 も早 く,TURや 陰 茎部
分 切除 を行 な って予 後 も よい と され て い るzo‐'s).本
邦集 計例 に 関 して は詳 細 な 予 後 は 不 明 で あ るが,自 験
例 はcoronalhypospadiasの外 尿 道 口 に 発 生 した
lowgrade,lowstageのもの で 局 所 的 治 療 が 可能 で
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